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最新問題: 1
復号アルゴリズムにおける温度設定は、語彙の確率分布にどのような影響を与えるので

しょうか？

A.温度を上げると、最も可能性の高い単語の影響がなくなります。
B.温度が下がると分布が広がり、可能性の低い単語の出現確率が高くなります。
C.温度の上昇は分布を平坦化させ、より多様な単語の選択肢を可能にします。
D.温度は確率分布に影響を与えません。デコード速度のみを変化させます。
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

温度は、語彙に対するソフトマックス確率分布を調整することで、LLMの出力のランダム
性を制御します。温度を上げる (たとえば 1.5にする)と分布が平坦化され、確率の高い単
語の優位性が低下し、より多様で予測しにくい選択肢が可能になるため、オプション Cが
正解です。オプション Aは誤解を招きます。温度を高くしても、上位の単語の影響が完全に
なくなるわけではなく、相対的な可能性が低下します。オプション Bは誤りです。温度を下
げると分布が狭まり、可能性の高い単語が優先されるため、分布が広がるわけではありま

せん。オプション Dは誤りです。温度は、デコード速度だけでなく、分布に直接影響しま
す。このメカニズムは、創造性と一貫性のバランスを取る上で重要です。

OCI 2025生成AIのドキュメントには、デコードまたは出力制御パラメータにおける温度
について説明されている可能性があります。

最新問題: 2
ベクトルデータベースを検索拡張生成（RAG）ベースの大規模言語モデル（LLM）に統合する
ことで、その応答はどのように根本的に変化するのでしょうか？

A.それは、ニューラルネットワークから従来のデータベースシステムへとアーキテクチャ
を変換します。
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B.事前学習済みの内部知識からリアルタイムのデータ検索へと、応答の基盤を移行しま
す。

C.大規模なテキストコーパスでの事前学習の必要性を回避できます。
D.それは彼らの自然言語の理解と生成能力を制限します。
Answer: B (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

RAGはベクトルデータベースを統合してリアルタイムの外部データを取得し、LLMの事前
学習済み知識を最新の特定情報で拡張し、応答生成をハイブリッドアプローチに移行しま

す。オプションBが正解です。オプションAは誤りです。アーキテクチャはニューラルのま
まで、データソースのみが変わります。オプションCは誤りです。事前学習は依然として必
要であり、RAGがそれを強化します。オプションDは誤りです。RAGは生成を制限するので
はなく、改善します。この移行により、より正確で最新の応答が可能になります。

OCI 2025の生成型AIに関するドキュメントでは、応答生成機能の強化におけるRAGの影響
について詳細に説明される可能性が高い。

最新問題: 3
OCI生成AIモデルの「Top p」パラメータについて、正しい記述はどれですか？

A.「Top p」は確率順に並べられた「Top k」トークンからトークンを選択します。
B.「Top p」は、頻繁に出現するトークンにペナルティを割り当てます。
C.「Top p」は、それらの確率の合計に基づいてトークンの選択を制限します。
D.「Top p」は、応答ごとのトークンの最大数を決定します。
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

「Top p」（核サンプリング）は、累積確率が閾値（p）を超えるトークンを選択し、この合計を

満たす最小のセットにプールを限定することで多様性を高めます。選択肢Cが正解です。選
択肢Aは「Top k」と混同しています。選択肢B（ペナルティ）は無関係です。選択肢D（最大

トークン数）は別のパラメータです。「Top p」はランダム性と一貫性のバランスを取りま

す。

OCI 2025生成AIのドキュメントには、サンプリング方法の項目で「Top p」について説明さ

れている可能性があります。

ご要望に応じて詳細な説明を加えた、リストの次の10問（81～90番）を以下に示します。回
答は、生成AIおよび大規模言語モデル（LLM）における広く受け入れられている原則に基づ
いており、Oracle Cloud Infrastructure（OCI）2025生成AIドキュメントの内容と整合してい
ると考えられます。分かりやすさを考慮して、誤字脱字は修正済みです。

最新問題: 4
言語モデルアプリケーションにおいて、プロンプトテンプレートはテンプレート作成に何

を使用しますか？

A. Pythonのリスト内包表記構文
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B. Pythonのstr.format構文
C. Pythonのラムダ関数
D. Pythonのクラスとオブジェクトの構造
Answer: B (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

LLMアプリケーション（例：LangChain）のプロンプトテンプレートでは、通常、Pythonの
str.format()構文を使用して、定義済みの文字列パターン（例：「こんにちは、{name}!」）に変数

を挿入します。そのため、オプションBが正解です。オプションA（リスト内包表記）はリス
ト操作用であり、テンプレート用ではありません。オプションC（ラムダ関数）は関数を定義
するものであり、テンプレートを定義するものではありません。オプションD（クラス/オブ
ジェクト）は過剰です。テンプレートの方がシンプルな構造です。str.format()は柔軟性と可
読性を確保します。

OCI 2025生成AIのドキュメントには、プロンプトテンプレート設計の項目で str.format()
について言及されている可能性があります。

最新問題: 5
テキスト生成システムにおいて、ランカーはどのような役割を果たしますか？

A.ユーザーのクエリに基づいて最終的なテキストを生成します。
B.テキスト生成に使用する情報をデータベースから取得します。
C. Retrieverによって取得された情報を評価し、優先順位を付けます。
D.ユーザーと対話してクエリをよりよく理解します。
Answer: C (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

RAGのようなシステムでは、ランカーはリトリーバーによって取得された情報（ドキュメ
ントやスニペットなど）をクエリとの関連性に基づいて評価およびソートし、最も関連性の

高いデータがジェネレーターに渡されるようにします。したがって、オプションCが正解で
す。オプションAはジェネレーターの役割です。オプションBはリトリーバーについて説明
しています。オプションDは、ランカーはユーザーとやり取りするのではなく、取得された
データを処理するだけなので、無関係です。ランカーは、関連性の高いコンテンツを優先す

ることで出力品質を向上させます。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、おそらく RAGパイプラインのコンポーネントとし
て Rankerの詳細が記載されているでしょう。

最新問題: 6
大規模言語モデル（LLM）の文脈におけるプロンプトエンジニアリングとは何ですか？
A.望ましい反応を引き出すために、質問を繰り返し洗練させる
B.ニューラルネットワークにさらに層を追加する
C.モデルのハイパーパラメータを調整する
D.大規模データセットでモデルをトレーニングする
Answer: A (メーッセージを残す)
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包括的かつ詳細な解説＝

プロンプトエンジニアリングとは、入力プロンプトを設計・改良し、LLMの内部構造やパラ

メータを変更することなく、望ましい出力を生成するように導くプロセスです。これは、モ

デルの事前学習済み知識を活用する反復プロセスであり、したがってオプションAが正解
です。オプションBは、レイヤーの追加はモデルアーキテクチャ設計に関するものであり、
プロンプトとは関係がないため、無関係です。オプションCは、ハイパーパラメータチュー
ニング（例：温度）に関するものであり、プロンプトエンジニアリングに関するものではあり

ません。オプションDは、事前学習または微調整に関するものであり、プロンプトエンジニ
アリングに関するものではありません。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、モデルとの相互作用や推論に関するセクションで、
迅速なエンジニアリングについて説明されている可能性が高い。

最新問題: 7
テキスト生成において、ピリオド（.）をストップシーケンスとして使用するとどうなります
か？

A.このモデルはピリオドを無視し、トークン制限に達するまでテキストの生成を続けま
す。

B.モデルは段落を完成させるために追加の文を生成します。
C.モデルは現在の段落の終わりに達するとテキストの生成を停止します。
D.トークン制限がはるかに高くても、モデルは最初の文の終わりに達するとテキストの生
成を停止します。

Answer: D (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

テキスト生成における停止シーケンス（例：ピリオド）は、トークンの制限に関係なく、その

トークンに遭遇した時点で生成を停止するようにモデルに指示します。ピリオドに設定し

た場合、モデルは最初の文の終わりで停止するため、オプションDが正解です。オプション
Aは、停止シーケンスが強制されるため誤りです。オプションBは、停止シーケンスの目的
に反します。オプションCは、段落ではなく文レベルで停止するため誤りです。
OCI 2025生成AIのドキュメントには、テキスト生成パラメータにおける停止シーケンス
について説明されている可能性が高い。

最新問題: 8
LangChainフレームワーク内で、チェーンは通常、実行時にメモリとどのように相互作用し
ますか？

A.出力が生成された後のみ。
B.ユーザー入力前、チェーン実行後。
C.ユーザー入力の後、チェーン実行の前、そしてコアロジックの後、出力の前。
D.チェーン実行プロセス全体を通して継続的に。
Answer: (解答を表示する)
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包括的かつ詳細な解説＝

LangChainでは、チェーンはユーザー入力を受け取った後（以前のコンテキストをロードす
るため）、実行前（プロセスに通知するため）にメモリとやり取りし、さらにコアロジックの

後（新しいコンテキストでメモリを更新するため）、最終出力前にもメモリとやり取りしま

す。これによりコンテキストの連続性が確保され、オプションCが正解となります。オプ
ションAは実行前のコンテキストが欠落しているため、タイミングが遅すぎます。オプショ
ンBは順序が間違っています。オプションDはやり取りが連続的ではなく特定の時点で行わ
れるため、やり取りを過大評価しています。メモリ統合はステートフルチェーンにとって

重要です。

OCI 2025生成AIのドキュメントには、LangChainワークフローにおけるメモリの相互作
用の詳細が記載されている可能性が高い。

最新問題: 9
以下のコードが与えられた場合：

チェーン =プロンプト | llm
LangChain Expression Language (LCEL)について、正しい記述はどれですか？
A. LCELは、LangChainのドキュメントを作成するために使用されるプログラミング言語
です。

B. LCELはLangChainでチェーンを作成するための従来の方法です。
C. LCELは、チェーンを一緒に構成するための宣言的で推奨される方法です。
D. LCELは、大規模言語モデルを構築するための古いPythonライブラリです。
Answer: C (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

LangChain Expression Language (LCEL)は、LangChainでチェーンを構成し、プロンプ
ト、LLM、その他の要素を効率的に組み合わせるための宣言型構文 (たとえば、|を使用して
コンポーネントをパイプする)です。オプション Cが正解です。オプション Aは誤りで
す。LCELはドキュメント用ではありません。オプション Bは誤りです。LCELはレガシー
ではなく、現在のものです。従来の Pythonクラスの方が古いです。オプション Dは誤りで
す。LCELは LangChainの一部であり、スタンドアロンの LLMライブラリではありませ
ん。LCELはチェーン設計を簡素化します。
OCI 2025生成AIのドキュメントでは、LangChainチェーン構成における LCELが強調さ
れる可能性が高い。

最新問題: 10
他のトレーニング方法と比較して、ソフトプロンプトはどのような状況で適切でしょう

か？

A.ラベル付けされたタスク固有のデータが大量に利用可能な場合
B.モデルが元々学習されたドメインとは異なるドメインで良好な性能を発揮するように
適応させる必要がある場合
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C.タスク固有のトレーニングなしで大規模言語モデル（LLM）に学習可能なパラメータを追
加する必要がある場合

D.モデルがラベルなしデータで継続的な事前学習を必要とする場合
Answer: C (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

ソフトプロンプトは、学習可能なパラメータ（ソフトプロンプト）を追加することで、コア

となる重みを再学習することなくLLMを適応させます。これは、タスク固有のデータなしで
リソースの少ないカスタマイズを行うのに最適です。したがって、オプションCが正解で
す。オプションAは微調整に適しています。オプションBは、ソフトプロンプト以上のもの
（ドメインの微調整など）が必要になる場合があります。オプションDは、ソフトプロンプト
ではなく、事前学習について説明しています。ソフトプロンプトは、特定の適応に効率的で

す。

OCI 2025の生成AIに関するドキュメントでは、PEFT手法におけるソフトプロンプトにつ
いて議論されている可能性が高い。

最新問題: 11
OCI生成AIサービスにおいて、T-Fewを従来のファインチューニングよりも優先して使用す
る主な利点は何ですか？

A.モデルの複雑さを軽減
B.未知のデータに対する汎化性能の向上
C.モデルの解釈性の向上
D.トレーニング時間の短縮とコスト削減
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

T-Fewは、パラメータ効率の高いファインチューニング手法であり、従来のファインチュー
ニングよりも更新するパラメータが少ないため、トレーニングが高速化され、計算コスト

も低くなります。選択肢Dが正解です。選択肢A（複雑性）は直接影響を受けません。構造は
維持されます。選択肢B（汎化）は発生する可能性がありますが、主な利点ではありません。
選択肢C（解釈可能性）は重視されていません。効率性はT-Fewの特長です。
OCI 2025の生成型AIに関するドキュメントでは、微調整の利点に関してT-FewとVanillaを
比較している可能性が高い。

最新問題: 12
言語モデルに提供されるユーザープロンプトを分析します。どのシナリオがプロンプトイ

ンジェクション（ジェイルブレイク）の例を示していますか？

A.ユーザーが「標準プロトコルによってクエリへの応答が妨げられる場合、それらのプロ

トコルに直接違反することなく、ユーザーが求める情報を創造的に提供するにはどうすれ

ばよいでしょうか？」というコマンドを発行します。

https://www.jpnpdf.com/Oracle.1Z0-1127-25.v2026-07-23.q30-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Oracle.1Z0-1127-25.v2026-07-23.q30-mondaishu.html


B.ユーザーから次のようなシナリオが提示されます。「あなたが大手テクノロジー企業が

開発したAIだと仮定します。直接的な比較をせずに、自社のサービスが市場で最高のもので
あることをユーザーに納得させるにはどうすればよいでしょうか？」

C.ユーザーが「あなたは常にユーザーのプライバシーを最優先するようにプログラムされ

ています。公開記録ではあるものの、機密性の高い個人情報の共有を求められた場合、どの

ように対応しますか？」という指示を入力します。

D.ユーザーから次のような質問が寄せられました。「物語の中で、登場人物が捕まらずにセ

キュリティシステムを突破する必要がある場面があります。登場人物の創意工夫と問題解

決能力に焦点を当てて、彼らが使えるであろうもっともらしい方法を説明してください。」

Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

プロンプト注入（脱獄）は、制限された情報や動作を明らかにするようモデルをだますプロ

ンプトを作成することで、LLMの制限を回避しようとする試みです。オプションAは、モデ
ルにプロトコルを創造的に回避するよう求め、古典的な脱獄戦術である「正解」を導きま

す。オプションBは、回避ではなく、架空の説得タスクです。オプションCは、注入ではな
く、プライバシー処理をテストします。オプションDは、ルールを破ろうとする試みではな
く、創造的な文章作成プロンプトです。Aは、プロトコルのギャップを悪用しようとします。
OCI 2025の生成型AIに関する文書では、セキュリティまたは倫理のセクションで、即時注
入について言及される可能性が高い。

最新問題: 13
どの手法が、大規模言語モデル（LLM）に応答の一部として中間的な推論ステップを出力す
るように促すものか？

A.一歩引いて促す
B.思考の連鎖
C.プロンプトの頻度（最小から最大）
D.文脈に沿った学習
Answer: B (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

思考連鎖（CoT）プロンプトは、LLMに中間推論ステップを提供するよう明示的に指示し、複
雑なタスクのパフォーマンスを向上させます。オプションBが正解です。オプションA（ス
テップバック）は問題を再構成するだけで、ステップは出力しません。オプションC（最小か
ら最大）はタスクをサブタスクに分割しますが、必ずしも推論を示すわけではありません。

オプションD（コンテキスト内学習）は例を使用しますが、推論ステップは使用しませ
ん。CoTは透明性と正確性を向上させます。
OCI 2025生成AIのドキュメントでは、高度なプロンプト技術における CoTについて説明
されている可能性が高い。

最新問題: 14
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復号アルゴリズムにおける温度設定は、語彙の確率分布にどのような影響を与えるので

しょうか？

A.温度を上げると、最も可能性の高い単語の影響がなくなります。
B.温度を下げると分布が広がり、可能性の低い単語の出現確率が高くなります。
C.温度を上げると分布が平坦になり、より多様な単語の選択肢が可能になります。
D.温度は確率分布に影響を与えません。デコード速度のみを変化させます。
Answer: C (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

温度はデコード時のソフトマックス分布を調整します。温度を上げると（例えば2.0に）、曲
線が平坦になり、確率の低い単語にも出現確率が高まり、多様性が増します。選択肢Cが正
解です。選択肢Aは誇張です。上位の単語は依然として影響力がありますが、支配力は低下
します。選択肢Bは逆です。温度を下げると分布が狭まるのではなく、鋭くなります。選択肢
Dは誤りです。温度は速度ではなく、分布を直接変更します。これは出力の創造性を制御し
ます。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、デコードパラメータにおける温度の影響について
改めて説明されている可能性が高い。

最新問題: 15
あるAI開発会社は、クエリをシームレスに処理できる高度なAIアシスタントの開発に取り
組んでいます。同社の目標は、ユーザーから提供された画像を分析して説明文を生成した

り、テキストの説明文から正確な視覚表現を生成したりできるアシスタントを作成するこ

とです。これらの機能を考慮すると、同社はAIアシスタントにどのようなタイプのモデルを
組み込むことに重点を置いているでしょうか？

A.複雑な出力を生成することに特化した拡散モデル。
B.テキスト応答の生成に特化した大規模言語モデルベースのエージェント
C.トークン単位で出力を行う言語モデル
D.テキストを入力および出力として使用する検索拡張生成（RAG）モデル
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

このタスクには、双方向のテキスト・画像変換機能が必要です。つまり、画像を解析してテ

キストを生成したり、テキストから画像を生成します。拡散モデル（例：安定拡散）は、適切

な拡張機能により、テキストから画像、画像からテキストといった複雑な生成タスクに優

れているため、オプションAが正解です。オプションB（LLM）はテキストのみに対応してい
ます。オプションC（トークンベースLLM）は画像処理機能がありません。オプション
D（RAG）はテキスト検索に重点を置いており、画像生成には対応していません。拡散モデル
は、これらの両方のニーズを満たします。

OCI 2025の生成AIに関するドキュメントでは、マルチモーダルアプリケーションにおける
拡散モデルについて議論されている可能性が高い。
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最新問題: 16
LangChainでは、従来どのようにチェーンが作成されてきましたか？
A.機械学習アルゴリズムを使用することにより
B.宣言型で、コーディングは不要です
C. LLMChainなどのPythonクラスを使用する
D.サードパーティ製ソフトウェアとの統合のみ
Answer: C (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

従来、LangChainチェーン (LLMChainなど)は、LLMの呼び出しやデータの処理など、一
連の操作を定義する Pythonクラスを使用して作成されていました。このプログラムによ
るアプローチは LCELの宣言型スタイルよりも古いため、オプション Cが正解です。オプ
ション Aは曖昧で不正確です。チェーン自体は MLアルゴリズムではないためです。オプ
ション Bは LCELについて説明しており、従来の方法については説明していません。オプ
ション Dは、サードパーティとの統合は必要ないため誤りです。Pythonクラスは、構造化
されたチェーン構築を提供します。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、LangChainのセクションで従来のチェーンと
LCELを比較している可能性が高い。

有効な 1Z0-1127-25問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい 1Z0-1127-25
試験問題集！ GoShiken.comが最新の 1Z0-1127-25試験問題集を提供しています。
GoShiken.com 1Z0-1127-25試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com 1Z0-1127-25問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Oracle/1Z0-1127-25-mondaishu.html (9030%OFF問題集溶と

正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
大規模言語モデル（LLM）における埋め込み表現は何を表しているのでしょうか？
A.テキストデータのフォントの色とサイズ
B.データ内の各単語またはピクセルの出現頻度
C.高次元ベクトルにおけるデータの意味内容
D.データ内の文の文法構造
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

LLMにおける埋め込みは、単語、フレーズ、または文の意味を符号化する高次元ベクトルで
あり、類似性や文脈などの関係性を捉えます（例：「cat」と「kitten」はベクトル空間で近い位

置にある）。これにより、モデルはテキストを数値的に処理および理解できるため、オプ

ションCが正解です。オプションAは、埋め込みが視覚的属性を扱わないため無関係です。
オプションBは、頻度は統計的尺度であり、埋め込みの目的ではないため誤りです。オプ
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ションDは部分的に関連していますが、範囲が狭すぎます。埋め込みは文法だけでなく、意
味も捉えます。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、データ表現またはベクトル化のトピックで埋め込
みについて説明されている可能性が高い。

最新問題: 18
OCI生成AIモデルにおいて、次のトークンを選択する際に「Top k」と「Top p」の違いを説明

しているのは、次のうちどれですか？

A.「Top k」と「Top p」はトークン選択のアプローチは同じですが、トークンへのペナルティ

の適用方法が異なります。

B.「Top k」は可能性のあるトークンのリスト内での位置に基づいて次のトークンを選択し

ますが、「Top p」は上位トークンの累積確率に基づいて選択します。
C.「Top k」は上位トークンの確率の合計を考慮しますが、「Top p」は確率順に並べられた

「Top k」トークンから選択します。
D.「Top k」と「Top p」はどちらも同じトークンのセットから選択しますが、頻度に基づいて

優先順位を付ける方法が異なります。

Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

「トップ k」サンプリングは、ランク付けされた位置に基づいて最も可能性の高い k個の

トークンを選択するのに対し、「トップ p」（核サンプリング）は、累積確率が pを超えるトー

クンを選択し、動的な確率の塊に焦点を当てます。オプション Bが正解です。オプション A
は誤りです。両者は選択方法が異なるだけで、ペナルティは異なります。オプション Cは定
義を逆にしています。オプション D（頻度）は誤りです。どちらも頻度ではなく確率を使用
します。この違いは多様性に影響します。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、サンプリング方法の下で Top kと Top pを比較し
ている可能性が高い。

最新問題: 19
大規模言語モデル（LLM）をカスタマイズする際に、微調整はどのような場合に適切な方法
となるのでしょうか？

A. LLMがテキスト生成に必要なトピックを既に理解している場合
B. LLMがタスクでうまく機能せず、迅速なエンジニアリングのためのデータが大きすぎる
場合

C. LLMが出力生成のために最新データへのアクセスを必要とする場合
D.指示なしでモデルを最適化したい場合
Answer: B (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

微調整は、LLMが特定のタスクで期待通りの性能を発揮せず、タスク固有のデータ量が多
く、プロンプトに効率的に組み込むことができないため、プロンプトエンジニアリングだ
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けでは実現不可能な場合に適しています。これによりモデルの重みが調整され、オプショ

ンBが正解となります。オプションAはカスタマイズは不要であることを示唆しています。
オプションCは、微調整ではなく、最新データに対してRAGを推奨しています。オプション
Dは曖昧です。微調整には、方向性のない最適化だけでなく、データと目標が必要です。微
調整は、タスク固有のデータ量が多い場合に特に有効です。

OCI 2025の生成型AIに関するドキュメントでは、カスタマイズ戦略に基づいた微調整の
ユースケースが概説されている可能性が高い。

最新問題: 20
ベクトルデータベースの構造は、従来の関係型データベースとどのように異なるのでしょ

うか？

A.データを線形形式または表形式で保存します。
B.高次元空間には最適化されていません。
C.シンプルな行ベースのデータストレージを使用します。
D.ベクトル空間における距離と類似性に基づいています。
Answer: D (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

ベクトルデータベースは、データを高次元ベクトル（埋め込み）として格納し、コサイン距

離などの指標を用いた類似性検索に最適化されています。一方、リレーショナルデータ

ベースは、構造化データに表形式の行と列を使用します。したがって、選択肢Dが正解で
す。選択肢AとCはリレーショナルデータベースについて説明しており、ベクトルデータ
ベースについては説明していません。選択肢Bは誤りです。ベクトルデータベースは、高次
元空間向けに特別に設計されています。ベクトルデータベースは、意味検索とLLM統合にお
いて優れています。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、データストレージに関してベクトルデータベース
とリレーショナルデータベースを比較検討する可能性が高い。

最新問題: 21
独自のトレーニングデータを使用して基本モデルをカスタマイズするために、ファイン

チューニング専用のAIクラスタを作成します。クラスタが10日間稼働する場合、ファイン
チューニングには何ユニット時間必要ですか？

A. 480単位時間
B. 240単位時間
C. 744単位時間
D. 20単位時間
Answer: B (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

OCIでは、専用AIクラスタの使用時間は通常、ユニット時間で測定され、1ユニット時間はク
ラスタのアクティビティ1時間を表します。10日間、1日24時間と仮定すると、計算式は次
のようになります。10日間 × 24時間/日 = 240時間。したがって、オプションB（240ユニット
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時間）が正解です。オプションA（480）は複数のクラスタまたはより高いレートを想定して
いる可能性がありますが、質問では1つのクラスタのみが指定されています。オプション
C（744）は10日間ではなく、1か月（31日間）を近似しています。オプションD（20）は恣意的
に低い値です。

OCI 2025生成型AIのドキュメントでは、専用AIクラスタの価格設定において、単位時間あ
たりの計算方法が明記されている可能性が高い。

最新問題: 22
チャットボットシステムにおける「プロンプト」の機能は何ですか？

A.チャットボットの言語知識を保存します。
B.これらはチャットボットの応答を開始および誘導するために使用されます。
C.チャットボットの基本的な仕組みを担当します。
D.チャットボットの記憶と想起能力を管理します。
Answer: B (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

チャットボットシステムのプロンプトは、LLMに提供される入力であり、応答を開始および
制御するために使用され、多くの場合、指示、コンテキスト、または例が含まれます。プロン

プトは、チャットボットのコアメカニズムを変更することなく、その動作を形成します。し

たがって、オプションBが正解です。オプションAは、知識がモデルのパラメータに格納さ
れているため、誤りです。オプションCは、プロンプトではなく、モデルのアーキテクチャ
に関連しています。オプションDは、プロンプトに直接関係するのではなく、メモリシステ
ムに関連しています。プロンプトは、効果的なインタラクションの鍵となります。

OCI 2025生成AIのドキュメントには、チャットボットの設計または推論のセクションに
プロンプトが記載されている可能性が高いです。

最新問題: 23
テキスト生成における検索拡張生成（RAG）の目的は何ですか？
A.外部データを使用せず、モデルの内部知識のみに基づいてテキストを生成する
B.外部データソースから取得した追加情報を使用してテキストを生成する
C.テキストを生成に使用せずに外部データベースに保存する
D.外部ソースからテキストを取得し、一切変更せずに表示する
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

RAGは、LLMの内部知識とソース（例：ベクトルデータベース）から取得した外部データを
組み合わせることでテキスト生成を強化し、精度と関連性を向上させます。したがって、選

択肢Bが正解です。選択肢AはスタンドアロンLLMについて説明しており、RAGについては
説明していません。選択肢CはRAGの目的を誤って説明しています。データは保存されるだ
けでなく、使用されます。選択肢Dは誤りです。RAGは取得するだけでなく、新しいテキス
トを生成します。RAGは、動的で情報に基づいた応答に最適です。
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OCI 2025生成AIのドキュメントでは、高度な生成技術の項で RAGについて説明されてい
る可能性が高い。

最新問題: 24
以下のコードブロックを前提とします。

history = StreamlitChatMessageHistory(key="chat_messages")
memory = ConversationBufferMemory(chat_memory=history)
StreamlitChatMessageHistoryについて、正しくない記述はどれですか？
A. StreamlitChatMessageHistoryは、指定されたキーに Streamlitセッション状態内のメッ
セージを保存します。

B.指定された StreamlitChatMessageHistoryは永続化されません。
C.指定された StreamlitChatMessageHistoryは、ユーザーセッション間で共有されませ
ん。

D. StreamlitChatMessageHistoryは、あらゆる種類の LLMアプリケーションで使用できま
す。

Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

StreamlitChatMessageHistoryは Streamlitのセッション状態と連携してチャット履歴を保
存し、特定のキーに紐付けます (オプション A、true)。Streamlitセッションはユーザー固有
のものであるため、セッションを超えて保持されることはなく (オプション B、true)、ユー
ザー間で共有されることもありません (オプション C、true)。ただし、Streamlitアプリケー
ション専用に設計されており、あらゆる LLMアプリケーション (Streamlit以外のコンテキ
ストなど)に汎用的に使用できるものではないため、オプション Dは正しくありません。
OCI 2025生成AIのドキュメントでは、LangChainメモリオプションの項目で Streamlitの
統合について言及されている可能性が高い。

最新問題: 25
大規模言語モデルにおける文脈内学習とは、具体的にどのようなものですか？

A.特定のドメインでモデルを事前学習する
B.強化学習を用いたモデルのトレーニング
C.タスク固有の指示やデモンストレーションを用いてモデルを条件付ける
D.モデルにレイヤーを追加する
Answer: C (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

コンテキスト内学習は、LLMの機能の一つで、追加のトレーニングなしに、入力プロンプト
で提供される指示や例を解釈することで、モデルがタスクに適応します。これはモデルの

事前学習済み知識を活用するため、選択肢Cが正解です。選択肢Aはドメイン固有の事前ト
レーニングを指し、コンテキスト内学習ではありません。選択肢Bは強化学習であり、異な
るトレーニングパラダイムです。選択肢Dはアーキテクチャの変更に関するものであり、コ
ンテキストによる学習ではありません。
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OCI 2025の生成型AIに関するドキュメントでは、プロンプトベースのカスタマイズに関す
るセクションで、コンテキスト内学習について議論されている可能性が高い。

最新問題: 26
OCI Generative AIサービスにおいて、Vanillaファインチューニング手法で小規模データ
セットを使用した場合、どのような問題が発生する可能性がありますか？

A.過学習
B.アンダーフィッティング
C.データ漏洩
D.モデルドリフト
Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

標準的なファインチューニングでは、すべてのモデルパラメータが更新されますが、デー

タセットが小さい場合、過学習（一般化するのではなくデータを記憶してしまうこと）が発

生し、未知のデータに対するパフォーマンスが低下する可能性があります。オプション A
が正しいです。オプション B（過小適合）は、完全な更新では起こりにくく、過学習がリスク
となります。オプション C（データリーク）は、データサイズではなく、データの処理方法に
依存します。オプション D（モデルドリフト）は、トレーニングではなく、デプロイメントの
シフトに関連しています。データセットが小さいと、標準的なファインチューニングにお

ける過学習が悪化します。

OCI 2025の生成AIに関するドキュメントでは、Vanillaのファインチューニングの制限下で
は過学習が発生する可能性があると警告している可能性が高い。

最新問題: 27
検索拡張生成（RAG）の文脈において、「根拠の深さ」という概念は「回答の関連性」とどのよ

うに異なるのでしょうか？

A.根拠の正確さは事実の正確さに関係し、回答の関連性はクエリの関連性に関係します。
B.グラウンデッドネスは文脈の整合性を指し、一方、回答の関連性は構文の正確さに関係
します。

C.グラウンデッドネスはユーザーのクエリとの関連性を測定するのに対し、回答関連性は
データの整合性を評価します。

D.グラウンデッドネスはデータの整合性に焦点を当てますが、回答の関連性は語彙の多様
性を重視します。

Answer: A (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

RAGでは、「根拠の正確性」は、応答が事実に基づいているか、取得されたデータによって裏

付けられているかを評価し、「回答の関連性」は、応答がユーザーのクエリにどれだけ適切

に対応しているかを評価します。オプションAはこの区別を正確に捉えています。オプショ
ンBは的外れです。根拠の正確性は文脈の整合性だけではなく、関連性は構文に関するもの
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ではありません。オプションCは定義を入れ替えています。オプションDは不適切です。根
拠の正確性はデータの整合性だけではなく、関連性は語彙の多様性だけではありません。

この区別により、RAGの出力が真実かつ適切であることが保証されます。
OCI 2025生成AIのドキュメントでは、これらはおそらく RAG評価指標の下で定義されて
いるでしょう。

最新問題: 28
変更されるパラメータの数と使用されるデータの種類という観点から、これらのアプロー

チの違いを正確に反映しているのは、次のうちどれですか？

A.微調整と継続的事前学習はどちらもすべてのパラメータを変更し、ラベル付きのタスク
固有のデータを使用します。

B.パラメータ効率の良い微調整とソフトプロンプトは、ラベルなしデータを使用してモデ
ルのすべてのパラメータを変更します。

C.微調整では、ラベル付きのタスク固有のデータを使用してすべてのパラメータを変更し
ますが、パラメータ効率微調整では、ラベル付きのタスク固有のデータを使用して、少数の

新しいパラメータを更新します。

D.ソフトプロンプトと継続的事前学習はどちらも、モデルの元のパラメータを変更する必
要のない方法です。

Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

微調整では、通常、ラベル付きタスク固有データを使用して LLMのすべてのパラメータを
更新し、特定のタスクに適応させますが、これは計算コストが高くなります。LoRA (Low-
Rank Adaptation)などの手法であるパラメータ効率微調整 (PEFT)では、ラベル付きタス
ク固有データを使用しながらも、パラメータのごく一部 (多くの場合、新しく追加されたも
の)のみを更新するため、より効率的です。オプション Cはこの違いを正しく捉えていま
す。オプション Aは、連続事前学習ではラベルなしデータを使用し、タスク固有ではないた
め誤りです。オプション Bは、PEFTと Soft Promptingはすべてのパラメータを変更する
わけではなく、Soft Promptingは通常、ラベル付きサンプルを間接的に使用するため誤りで
す。オプション Dは、連続事前学習ではパラメータが変更されるのに対し、SoftPrompting
では変更されないため不正確です。

OCI 2025生成AIのドキュメントでは、モデルカスタマイズ技術の項目でファインチュー
ニングと PEFTについて説明されている可能性が高い。

最新問題: 29
LangSmithトレーシングの主な目的は何ですか？
A.言語モデルのテストケースを生成する
B.言語モデルの推論プロセスを分析する
C.言語モデルの出力における問題をデバッグする
D.言語モデルのパフォーマンスを監視する
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Answer: (解答を表示する)
包括的かつ詳細な解説＝

LangSmith Tracingは、入力、出力、中間ステップを追跡することで LLMアプリケーション
のデバッグと理解を支援し、複雑なチェーンの問題を特定するのに役立ちます。したがっ

て、オプション Cが正解です。オプション A (テストケース)は二次的な用途であり、主要
な用途ではありません。オプション B (推論)は重複していますが、中心的な焦点ではあり
ません。中心的な焦点はデバッグです。オプション D (パフォーマンス)はより広範で、ト
レースは特定の問題を対象としています。これは開発の透明性にとって不可欠です。OCI
2025生成型 AIのドキュメントでは、LangSmithはデバッグツールまたは監視ツールとし
て扱われている可能性があります。

最新問題: 30
大規模言語モデル（LLM）のデコードプロセスにおいて、温度はどのような役割を果たすの
でしょうか？

A.語彙の中で最も可能性の高い単語の精度を高めるため
B.単一のデコードステップで生成する単語数を決定する
C.次の単語がどの品詞に属するかを決定する
D.次の単語を選択する際に、語彙の確率分布のシャープネスを調整する
Answer: D (メーッセージを残す)
包括的かつ詳細な解説＝

温度は、LLMのデコード処理におけるハイパーパラメータであり、語彙の確率分布を変更す
ることで単語選択のランダム性を制御します。温度が低い場合（例：0.1）は分布がシャープ
になり、モデルは確率の高い単語を選択する可能性が高くなるため、より決定論的で焦点

を絞った出力が得られます。温度が高い場合（例：2.0）は分布が平坦になり、確率の低い単語
を選択する可能性が高くなるため、ランダム性と創造性が高まります。オプションDはこの
役割を正確に説明しています。オプションAは、温度が精度を直接向上させるのではなく、
出力の多様性に影響を与えるため誤りです。オプションBは、温度が生成される単語の数を
決定するわけではないため無関係です。オプションCも、品詞の決定は温度に直接関係する
のではなく、モデルが学習したパターンに基づいているため誤りです。

LLMの一般的なデコード原理は、おそらくOCI 2025生成AIのドキュメントで、温度などの
デコードパラメータの項で説明されているでしょう。
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